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注意を促す記号

火災 感電

行為を禁止する記号

禁止 分解禁止

本機はDC12Vマイナスアース車専用です
大型トラックや寒冷地仕様のディーゼル車な

ど、24V車で使用すると火災などの原因となり
ます。

禁止

前方の視界を妨げる場所に取り付けない
前方の視界の妨げになると、事故やけがの原因

となります。

禁止

助手席用エアバッグシステムの動作を妨
げないように取り付ける
動作の妨げになる場所に取り付けると、エアバッ

グが正常に働かず、けがの原因となります。

禁止

運転操作や車体の可動部を妨げないよう
に取り付ける
運転の妨げになる場所、車体の可動部の妨げに

なる場所に取り付けや配線をすると、事故や感

電、火災の原因となります。

• ネジやシートレールなどの可動部にコード
類をはさみ込まない。

• コード類はまとめる。
• ステアリングやシフトレバー、ブレーキペダ
ルなどが正しく操作できることを確認する。

禁止

雨、水がかかる場所、湿気、ほこりの多
い場所には取り付けない
上記のような場所に取り付けると、火災や感電

の原因となります。

火災
警告

感電

下記の注意を守らないと火災・感電に
より死亡や大けがの原因となります。

警告表示の意味
「取り付けと接続」および取扱説明書、製品では、次のような表示をして
います。表示の内容をよく理解してから本文をお読みください。

警告
この表示の注意事項を守らないと、火災・感電などによ
り死亡や大けがなど人身事故の原因となります。

注意
この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の事故
によりけがをしたり自動車に損害を与えたりすることが
あります。

警告  安全のために

配線作業中は、バッテリーのマイナス端
子をはずす
マイナス端子をつないだまま作業をすると、

ショートにより感電の原因となります。

パイプ類、タンク、電気配線などを傷つ
けない

火災の原因となります。車体に穴を開けて取り

付けるときは、パイプ類、タンク電気配線など

の位置を確認してください。

禁止

ステアリングやブレーキ系統、タンクな
どにある車の性能を維持するための部品
を使わない
車体のボルトやナットを利用するとき、ステアリ

ングやブレーキ系統、タンクなどの部品を使う

と、制動不能や火災の原因となります。

分解や改造をしない

火災や感電、事故の原因となります。

電源リード線の被覆を切って、他の機器の電源を

取ると、リード線の電流容量を超えてしまいま

す。内部の点検や修理はお買い上げ店またはソ

ニーサービス窓口にご依頼ください。

分解禁止

規定容量のヒューズを使う

ヒューズを交換するときは、必ず電源コードの

ヒューズケースまたは本体に記された規定容量

のアンペア数のものをお使いください。規定容

量を超えるヒューズを使うと、火災の原因とな

ります。

インフォメーション
ナビシステム

取り付けと接続
お買上げいただきありがとうございます。

警告
電気製品は安全のための注意事項
を守らないと、火災や人身事故に
なることがあります。

この「取り付けと接続」および取扱説明書には、事故を防ぐ
ための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを示しています。
この「取り付けと接続」および取扱説明書をよくお読みのうえ、
製品を安全にお使いください。お読みになったあとは、いつ
でも見られるところに必ず保管してください。

取り付け／接続部品
地図ディスクプレーヤー用
1 電源ケーブル×1 2 圧着式コネクター 3 圧着式コネクター 4 取り付け金具×2

（赤）×1 （ピンク）×2

5 取り付け金具×2 6 ネジ×5（予備1含む） 7 ワッシャー×4 8 ナット×4

リモコン用

9 リモコン受光部×1 0 リモコンホルダー×1 !¡ 両面テープ×1 !™ コードクランパー×2

　　

GPSアンテナ用
!£ クッション×1 !¢ コードクランパー×5 !∞ 両面テープ×1 !§ カーアンテナ用

　 アンテナ分配器×1

音声認識用

!¶ コネクションボックス×1 !• サンバイザーマイク×1 !ª 音声入力ボタン×1 @º 両面テープ×1

@¡ コードクランパー×5 @™ マイククリップ×2

ソニー株式会社

お問い合わせはお客様ご相談センターへ
●東京(03)5448-3311 ●名古屋(052)232-2611 ●大阪(06)539-5111

〒141-0001 東京都品川区北品川6-7-35

安定した場所に取り付ける

振動の多いところや、天井などに取り付ける

と、製品が動く、落ちるなどにより、事故やけ

がの原因となることがあります。

禁止

TVアンテナは車体からはみ出さないよ
うに取り付ける
歩行者などに接触し、事故の原因となることが

あります。

付属の部品で正しく取り付ける
他の部品を使うと、機器の内部を傷つける、

しっかり固定できないなどで、火災やけがの原

因となることがあります。

本機の通風口や放熱板をふさがない
フロアカーペットの内側やマットの下などに設置

して通気口や放熱板などをふさぐと、内部に熱が

こもり、火災などの重大事故の原因となります。

禁止

アンテナは確実に両面テープで固定する
車体や歩行者などに接触し、事故の原因となる

ことがあります。

注意
下記の注意を守らないとけがをしたり
自動車に損害を与えたりすることがあります。

接続
ショート事故を防ぐために
作業中のショート事故防止のため、電源コード（赤色コードと黄色コード）の接続は、接続作業の最

後に行うか、バッテリーのマイナス端子をはずしてから行うようにしてください。

（ただし、ドライブコンピューターやカーオーディオが取り付けてある車では、バッテリーのマイナ

ス端子をはずすと、コンピューターやカーオーディオのメモリーの内容がすべて消える場合がありま

すのでご注意ください。）

代表的な車両配線コネクターの例
日産車の例 ’93.8以前

トヨタ車の例

’93.8以降

アンテナコントロール電源端子

ホンダ車の例

アンテナコントロール電源端子

ご注意
•地図ディスクプレーヤーとXTL-770W（別売り）などのTVチューナーユニットは、できるだけ離し
て設置してください。近づけて設置すると、テレビ画面にノイズが出ることがあります。

•XTL-770W（別売り）などのTVアンテナは、FM/AMアンテナから離して取り付けてください。

*1 イグニッションスイッチにアクセサリーポジションのない車には取り付けられません。

*2 緑色コードは必ず車両側パーキングブレーキスイッチコードに接続してください。

*3 必ず車両側車速センサーコード、バックランプの電源ケーブルに接続してください。また、車速センサー

コード、バックランプの電源ケーブルについては必ずお買い上げ店にご相談ください。

*4 保護素子は絶対に向きを逆に取り付けないでください。

*5 圧着式コネクターは保護素子より車側の位置で接続してください。

ヒューズの交換
ヒューズを交換するときは、必ずヒューズに記してある規定容量 (アンペア数) のヒューズをお使い
ください。規定容量以上のヒューズや針金で代用すると故障の原因となるだけでなく大変危険です。

1 電源コードのパーキングコード（緑色）の先端に圧着式コネクター2を取り付ける。

圧着式コネクター（赤）2の使いかた

2 圧着式コネクターを車両側パーキングブレーキスイッチコードの適当な位置に

取り付ける。

パーキングブレーキスイッチコードの接続について
パーキングブレーキスイッチコードの位置は車両によって異なります。下図は代表的な例ですが、く

わしくはお買い上げ店にご相談ください。

パーキングブレーキがフットブレーキの場合 パーキングブレーキがハンドブレーキの場合

パーキングブレーキ
スイッチコード

パーキングブレーキ
スイッチコード

パーキングブレーキスイッチ

車両側パーキング
ブレーキスイッチコード

パーキングブレーキランプ

車両側パーキングブレーキスイッチコードが細い場合、接触が不十分になることがありますので

ご注意ください。

1 圧着式コネクター3から、金具

を取りはずす。

2 センサーボックスの白色コードと車両側

の車速センサーコードをコネクターにと

おす。

車速センサーコード/バックランプの電源ケーブルの
接続について
自律センサー用の白色コードを車速センサーコードに接続しないと正確な測位ができません。また、

バックランプの電源ケーブルを接続しないと、車両後退時の誤差が生じます。車速センサーコードお

よびバックランプの電源ケーブルの位置は車両によって異なりますので、必ずお買い上げ店にご相談

ください。

圧着式コネクター（ピンク）3の使いかた

（バックランプの電源ケーブルも同様に取付けてください）

3 手順１ではずした金具を取り付

ける。

4 ふたをする。

車速センサー
コード
(バックランプの
電源ケーブル)

白色コード
(若草色コード)

パーキングブレーキを
引いたときボディへ
アースする、パーキン
グブレーキを戻したと
きは12Vの電圧が加わ
るリードに接続

突起部分

パーキングコード
（緑色）

音声（黒）

映像（黄）
リモコン受光部
9

（0.3m）

シガレットライターソケットへ

（XTL-770Wに付属）

ナビ入力へ
TV
チューナー
ユニットナビ接続コード

RC-302（別売り）

推奨モニター
XTL-770W（別売り）

ナビ接続コード
RC-303（別売り）

ナビ入力へ TV
チューナー
ユニット

シガレットライターソケットへ

XTL-500/600/
510/610（別売り）

（6m）

（XTL-610などに付属）

GPSアンテナケーブル

地図ディスクプレーヤー（背面）

FMアンテナVCA-14
（別売り）など*

* アンテナ分配器を

使用しない場合に

お勧めします。

緑（5.5m）

3*5

白（5.5m）

若草色（5.5m）

保護素子*4

保護素子*4

フィルター

ヒューズ

黄（5.5m）

赤（5.5m）

水色（5.5m）

黒（1m）

2

ATT入力端子を
持った機器へ

バッテリー電源へ

車体の金属部分へ

アクセサリー
（ACC）電源へ*1

XA-190RF、XA-7A、CDX-51RF、RM-X14RFなどの
RFモジュレーター

カーオーディオのアンテナコネクターへ

カーアンテナより

（必ず先に、下のカーオーディオ
のアンテナコネクターへの接続
をしてください。）

アクセサリー
(ACC) 電源へ

（0.35m）

（0.14m）

!§

ヒューズ
赤（0.3m）

（5.5m）

最大許容電流0.1A

1

青（5.5m）

車両側のパワーアンテナコント
ロール電源コード（パワーアン
テナコントロールリード）

お手持ちの
カーラジオ

お手持ちのカーラジオのパワーアン
テナコントロール電源コード（パ
ワーアンテナコントロールリード）

GPSアンテナ

コネクターをはずすとき

この部分を押しながら引っ
張ってはずしてください。

車両側の配線コネクターがギボシ加工されていないときは、上図のようにアンテナコントロール電源端子の
コードを切断し、市販のギボシ端子を取り付けてください。
（車両側にパワーアンテナコントロール電源がない場合や、手動式のロッドアンテナの場合は接続の必要は
ありません。）

バックランプの電源ケーブル（＋12V）*3

車速センサーコード

カーオーディオ
のアンテナ
コネクターへ

車両側パーキングブレーキ
スイッチコードへ*2

RFモジュレーター
（別売り）を
接続するとき
RFモジュレーターを使用する機器
（XA-190RF、XA-7A、CDX-51RF、
RM-X14RFなど）を接続するときは、ア
ンテナケーブルの配線順序にご注意くだ
さい。
アンテナケーブルの配線はアンテナ分配
器!§に接続してから、RFモジュレー
ターに接続してください。
地図ディスクプレーヤーのアンテナ分配
器!§とRFモジュレーターの順序を逆に
して接続すると、RFモジュレーターを使
用する機器を動作させたときに、VICS
やD-GPSが受信できなくなります。

取り付けはお買上げ店に依頼する

本機の取り付けは車種や年式により異なり、専門知識が
必要です。万一、ご自分で取り付けるときは、この「取
り付けと接続」に従って、正しく取り付けてください。
正しい取り付けをしないと、火災や感電または自動車の
損傷の原因となります。

NVX-W900
Sony Corporation 1997   Printed in Japan

正しい取付け
正しい操作で
安全運転

コネクションボックス!¶を
接続（裏面をご覧ください）

XTL-770W（別売り）に接続するとき

他社のモニターに接続するとき

XTL-750W/XTL-500/600/510/610（別売り）に接続するとき

* I - 3 - 8 6 1 - 2 7 0 - 0 2 * (2)



BEACON

OUT ANT

OUT ANT

MIC MICOUTSUB MIC 音声入力スイッチ� NAVI

音声入力�
スイッチ� MIC

GPSアンテナの取り付け
車外に取り付ける場合

GPSアンテナは、GPS衛星の電波が車のボディなどで遮
られない場所（車外のルーフやトランクリッドなど）に、

水平に取り付けてください。

GPSアンテナは磁石で取り付けます。取り付けるとき
は、ボディを傷付けないように静かに置いてください。

アルミやFRPボディの車に取り付ける場合
アルミやFRPボディの車には磁石で取り付けられませんの
で、車内に取り付けてください。

1　トランクリッドなどの上に取り付ける。
取り付け面をきれいにしてから取り付けてください。

2　トランクリッドの裏側に、クッションを取り付ける。
雨水がコードを伝わって車内に侵入しないように、トランクリッドを閉めたときに、ゴムパッ

キングの上にクッション!£が当たるように取り付けてください。

ご注意
•コードを車外でたるませたままにしないでください。
•コードを固定するときは、必要に応じて付属のコードクランパー!¢をご使用ください。
•取りはずすときにコードを引っ張らないでください。磁石が強力なため、コードが抜けることがあ
ります。

•自動洗車機で洗車するときは、アンテナを外してください。アンテナが外れて車のボディを傷付け
ることがあります。

•GPSアンテナケーブルは、GPSの信号とGPSアンテナへのDC電源が通っています。配線にあたっ
ては、車体可動部へのかみ込みにご注意ください。ケーブルを破損すると、GPSアンテナおよび本
体（地図ディスクプレーヤー）の故障の原因となります。

アンテナの塗装について
アンテナは車のボディーカラーに合わせて塗装できますが、金属粉が含まれる塗料（メタリック系の

塗装など）は、受信感度の低下や受信不能の原因になるため使用しないでください。また塗装すると

きにアンテナを分解しないでください。

別売り機器と接続する リモコンの取り付け

シフトレバーの脇などの操作しやすい場所に固定して

ください。

ご注意
次のような場所への取り付けは避けてください。

•シフトレバーや、サイドブレーキなどの操作の妨げ
になるところ。

•運転席、助手席のシートの前後、上下など可動部の
妨げになるところ。

•ダッシュボードの上やハンドルの上など、直射日光
の熱によって変形するおそれのあるところ。

リモコンと受光部が向き合うように、両面テープで取り付ける。
取り付け面をきれいにしてから取り付けてください。

ご注意
直射日光下ではリモコンの信号が受信されにくくなることがあります。このようなときは、受光部に

リモコンを近づけて操作してください。

受光部の方向へ向ける

!¡

0

取り付け面へ

取り付けと接続が終わったら
コードの処理について
取り付けと接続が終わったら、コードは運転の邪魔にならないようにまとめてください。

コードがシフトレバーなどにからまると、非常に危険です。

ご注意

•ドアやシート下のレールにコードがかからないようにしてください。コードがはさまって断線して
しまうおそれがあります。

•ブレーキランプやライト、ホーン、ウィンカーなど、すべての電装品が正しく動作することを確認
してください。

•車のキーをACCまたはONの位置にして、地図ディ
スクプレ－ヤ－のリセットボタンをボールペンの先

などで押してください。

ダッシュボード リアトレイ

ルーフ トランクリッド

!£

ゴムパッキング

トランクリッド

取り付ける前に
設置しようとする場所に置いてみて、操作のしやすさを確認してください。

ご注意

次のような場所への取り付けは避けてください。

•高温になるところ。
•直射日光が当たる場所、ヒーターの熱風を直接受ける場所など、温度が極端に高いところ。

地図ディスクプレーヤーの取り付け
横置き位置で水平20°以内に、また、地図ディスクの出し入れが容易な所に取り付けてください。

1 地図ディスクプレーヤーに取り付け金具を仮止めする。

2 カーペットを外して金具を固定する。

����
����
����

3 地図ディスクプレーヤーを取り外す。

����
����
����

4 カーペットに穴をあけてかぶせる。

5 地図ディスクプレーヤーを固定する。

ご注意
必ず付属のネジ6で取り付けてください。他のネジを使用すると故障の原因になります。

コネクターをはずすとき
この部分を押しながら引っ張ってはずしてください。

BEACONへ

COMMUNICATION IN/OUTへ

地図ディスク
プレーヤー
（背面）

5

8

7

64

7

8
6

4

5

地図ディスクプレーヤー

ビーコンアンテナ
（NVA-VB1に付属）

サンバイザーマイク!•

音声入力ボタン!ª

サンバイザーマイクの取り付け
取り付け位置のポイント
•運転席のサンバイザーに取り付けてください。(サンバイザーを上げた状態で取り付けます。サンバ
イザーを下げると、正しく認識できません。)

•Sマークがドライバーの正面にくるように取り付けてください。

•コネクションボックスを、トランクルームに取り付ける場合は、別売りの延長ケーブルをお使いく
ださい。

サンバイザーマイク用延長ケーブル　RK-G131
音声入力ボタン用延長ケーブル　VK-830

1 マイクにクリップ@™を取り付ける
1クリップを開く。

2クリップを右図のように

マイクに差し込む。

3クリップを

Sマーク側に

90度回転させる。

2 マイクをサンバイザーに取り付ける
コードはピラーなどにコードクラ

ンパー@¡で固定してください。

車種によっては、図のように取り付

けると、ドライバーの頭の真上に来

る場合があります。

その際はクリップを180度回転さ
せ、サンバイザーの前方側に取り付

けてください。

音声入力ボタンの取り付け
シフトレバーの脇などに固定してください。

取り付け面をきれいにしてから取り付けてください。

音
声
入
力
�音

声
入
力
�

コネクションボックスへのコードクランパー
の取り付け
コードクランパー@¡を本体側面に取り付けて図のよう

にコードをまとめておくと、コードが誤って外れるこ

とがありません。
@¡

@™

1

2

390°

90°
Sマーク

Sマーク

@¡

ノブの部分は回転させる
ことができます。

@º

押さえアームを曲げて
固定する。

取り付け面へ

コネクション
ボックス!¶

ご注意

•CD/ROMチェンジャーCDX-R61やATISユニットXA-160A、165Aは接続できません。
•内蔵音声認識ユニット用の付属品は、専用タイプのためソニーの他の地図ディスクプレーヤーでは
使用できません。

マイクアウト PDCインターネットユニット
NVA-W1C（本体に付属）

デジタル
携帯電話
（別売り）

接続コードRC-131
（別売り）

VICS対応ビー
コンユニット

NVA-VB1
（別売り）

車内に取り付ける場合
•リアトレイやダッシュボードに取り付けます。
•平らな位置に、アンテナが水平になるように取り付けてください。
•できるだけ角度が大きくなるような場所に取り付けてください。また、GPS衛星からの電波を遮る
ものがない場所を選んで取り付けてください。車内に適する場所がない場合は、車外のトランクの

上などに取り付けてください。

1 アンテナに両面テープ!∞を貼り付ける。

2 はくり紙をはがして接着する。
取り付け面をきれいにしてから取り付けてください。

ご注意
一部のウィンドウガラス（フロント、リアとも）には、GPS衛星の電波を通さないものがあります。
GPSアンテナを車内に取り付けて受信状態が不安定なときは、一度アンテナを車外に取り付けて受信
してみてください。

はくり紙をはがす

!∞

取り付け面へ

リモコン受光部の取り付け
（他社モニターを接続する場合）
他社のモニターのみを接続する場合は、付属のリモコン受光部9が必要です。

ご注意
別売りのモービルカラーテレビ XTL-770W/750W/500/600/510/610を接続する場合、リモコンの操作は
モニター受光部に向けて行いますので、リモコン受光部は不要です。

取り付け位置のポイント
リモコンをホルダーからはずしてお使いになるときに、リモコン受光部にリモコンを向けて操作でき

る位置に取り付けてください。

はくり紙を剥がして取り付ける。
取り付け面をきれいにしてから取り付けてください。

取り付けと接続が終わったら、コードは運転のじゃまにならないようにコードクランパー!™で固定し

てください。

!™

取り付け面へ
リモコン受光部9

リセットボタン


